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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞

現在予定なし。
＜全体連絡＞

· 年休希望が有れば22日までにお願いします。

· 部署懇談会個人負担費を回収します。(～22日までに斎藤に提出)

· 青陽館内の掃除について：満足度調査報告書に則り、毎週火曜日は普段掃除できていない部分を掃除する日と設定して、掃除が行き届かない場所を無くしていきましょう。

＜利用者様の評価について＞
・2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様

＜疾患別診療計画書＞

・10月の疾患別診療計画書作成に徐々に取り掛かりましょう。医師評価が必要な利用者様の疾患別は9/27（月）締め切りとします。
＜利用者様情報＞

デイケア

・竹洞　総子様　～北病棟入院中の主病名　統合失調症、47歳、女性。
本日体験利用を実施している。馴染みのスタッフを見ると「お久しぶりです。」と挨拶している。概要やプログラムの説明では真剣な表情で聞いている。エアロビクスに興味があると言い、月・水・金の週3回の希望だが、デイケアかショートケアで迷っており、本日体験利用をしてから決めたいとの事。今後は就労希望があり、12月までの約2ヶ月青陽館を利用したいと言う。バスを利用しての通所予定であり、本数も1時間に2本程度である。また、久々に母様と同居になるとの事で厳しい面や束縛されるのが嫌であると言う為、適度な距離を保つためにも定期的なデイケア利用を促している。デイケア利用にあたり、心配事や不安事を確認すると「以前はプログラムの無い時間が暇で。」と返答あり、過ごし方を検討していく事としている。プログラム中は意欲的に参加しており、質問にも適切に返答している。余暇時間は持参した小説を読んで過ごしている。以前、就労先で一緒だった利用者様に夫様について聞かれると「病気でなくなった。」と返答され、動揺する様子はなく、以降は穏やかに交流を持っている。感想については「意外と疲れなくて良かったです。」と返答している。正式利用は10/1（金）を希望しており、デイケアかショートケア、ないしは両方の利用にするかを9/27（月）に架電し、確認することで了承を得ている。
ショートケア
・柳町　信之様　～定時を過ぎても、来所無く連絡もない為自宅アパートへ所在確認の為訪問。外出中なのか施錠している為ノックするが返事なく、郵便受けから中の様子を確認するが、生活音は確認できない。近隣のストアを見て回るが、本人の姿は確認できない。今後は兄様の意向も確認していく。
デイナイトケア
・山田　隆雄様　～青風荘より情報提供あり。9月19日(日)15：40寒気を訴え体温測定を実施し38.6℃の発熱あり、一昨日、昨日と欠席している。昨日の日中も体温は36℃台で経過しており、食事やおやつも摂取出来ており、本日より利用再開している。来所し体調を問うと無言で首を縦に振っており、不調を訴える様子は無い。昼食は主食全量、副食1/3(主菜の煮魚)を摂取している。看護学生に“どこから通っているんですか”等の問いには「青風荘。」とはっきりと返答している。
